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ど
う
で
し
た
か
・・・・・

９
月

日(

月)

・

月
１
日(
火)
に

30

10

定
期
テ
ス
ト
が
終
了
し
ま
し
た
。
お
子

さ
ん
の
１
日
の
帰
宅
後
の
様
子
は
ど
う

で
し
た
か
？

①
テ
ス
ト
終
了
の
開
放
感
で
家
庭
学
習

を
し
な
か
っ
た
。

②
し
っ
か
り
反
省
し
て
、
で
き
な
か
っ

た
と
こ
ろ
や
疑
問
な
と
こ
ろ
を
調
べ

学
習
し
た
。

③
宿
題
し
か
や
ら
な
か
っ
た
。

自
己
採
点
→
分
析
（
反
省
）
→
計
画

↑

↓

実
践

（
テ
ス
ト
）
←
作
戦

←
練
習

計
画

計
画
表
の
作
成

練
習
・
作
戦

テ
ス
ト
学
習

実
践

定
期
テ
ス
ト

分
析
・
反
省

授
業
・
学
級
活
動

昨
年
度
か
ら
の
取
り
組
み
で
す
。
こ

の
サ
イ
ク
ル
が
定
着
し
て
い
る
人
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
【
壇
の
岡
№

号
・

54

号
掲
載
】

56
高
校
入
試
で
は
言
い
訳
や
逃
げ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
反
省
・
分

析
を
お
こ
な
っ
た
か
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

週
の
行
事
予
定

７

月

文
化
祭
準
備
期
間
～

日
18

８

火

９

水

部
活
動
デ
ー

NO

木

思
春
期
講
座
（
３
年
生
）

10

金

11

土

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
県
大
会

12

金
澤
杯
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
郡
山
大
会

日

カ
デ
ッ
ト
強
化
卓
球
大
会

13

感
動
を
あ
り
が
と
う

２
日
（
水
）
に
東
西
し
ら
か
わ
中
学

校
音
楽
祭
（
合
奏
の
部
）
が
白
河
文
化

交
流
館
コ
ミ
ネ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

３
年
生
全
員
が
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
「
私
の

お
気
に
入
り
」
、
リ
ズ
ム
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
・
マ
ー
チ
」
を

演
奏
し
ま
し
た
。
七
月
か
ら
朝
・
昼
休

み
に
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
各
個

人
が
心
を
充
実
さ
せ
、
３
年
生
が
一
丸

と
な
っ
て
心
を
一
つ
に
し
て
演
奏
す
る

姿
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

時
間
意
識
と
行
動

一
日
二
十
四
時
間
と
い
う
有
限
の
資

源
を
ど
う
生
か
す
か
で
個
人
の
生
産
性

は
変
化
し
ま
す
。
生
産
性
を
高
め
る
と

い
う
と
、
短
い
作
業
時
間
で
詰
め
込
む

か
時
間
を
増
や
し
て
絶
対
量
を
増
や
せ

ば
よ
い
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
実
際
の

生
産
性
と
は
、
期
待
さ
れ
る
成
果
を
出

す
た
め
に
必
要
な
時
間
を
き
ち
ん
と
把

握
し
て
こ
そ
高
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。

つ
ま
り
、
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
も
の
は
、行

動
に
反
映
で
き
な
い
の
で
す
。
同
じ
時
間

で
、
生
産
性
を
高
め
ら
れ
る
人
と
そ
う

で
な
い
人
と
の
差
は
、
こ
う
し
た
意
識

と
行
動
の
違
い
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
す
。

期
待
さ
れ
る
成
果
に
対
し
て
時
間
意
識

の
な
い
行
動
は
、
意
志
の
あ
る
行
動
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

限
ら
れ
た
時
間
で
生
産
性
を
上
げ
る

た
め
に
、
す
ぐ
に
実
行
で
き
る
こ
と
は
、

時
間
の
使
い
方
を
三
段
階
「
計
画
→
実
行

→
振
り
返
り
」
で
見
直
す
こ
と
で
す
。
計

画
と
は
、
週
単
位
、
一
日
単
位
で
の
計

画
で
、
柔
軟
性
（
八
割
程
度
）
を
残
す

こ
と
で
計
画
通
り
に
進
ま
な
く
て
も
、

心
（
体
）
の
負
担
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

実
行
と
は
、
意
識
あ
る
課
題
へ
の
取
り

組
み
で
す
。
そ
し
て
週
の
終
わ
り
に
振

り
返
り
の
時
間
を
持
ち
、
作
業
時
間
や

内
容
を
見
直
す
こ
と
で
、
次
回
さ
ら
に

効
果
的
な
時
間
の
使
い
方
へ
と
つ
な
が

り
ま
す
。
こ
の
三
つ
の
課
程
に
お
い
て

成
果
と
時
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
す
る

積
み
重
ね
が
大
き
な
差
を
生
む
の
で
す
。

こ
ち
ら
か
ら

各
学
年
だ
よ

り
等
が
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
も
ご
覧

で
き
ま
す
。

全
国
学
力
調
査
結
果(

３
年
生)

生
活
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
が
、
全

国
平
均
よ
り
大
き
く
上
回
っ
て
い
た
こ

と
は
、
学
校
や
学
年
の
取
り
組
み
に
対

し
、
生
徒
自
身
が
真
面
目
に
コ
ツ
コ
ツ

取
り
組
ん
だ
こ
と
、
さ
ら
に
保
護
者
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
と

考
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
三
位
一
体
と

な
り
、
受
験
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

全
国
学
力
調
査
は
あ
く
ま
で
も
学
力

の
一
部
分
で
あ
る
と
と
も
に
、
学
校
に

お
け
る
教
育
活
動
の
一
側
面
の
結
果
で

あ
る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

〇自分には良いところがある。 ＋ 7.4
〇将来の夢や目標を持っている。 +16.7
〇学校に行くのが楽しい。 ＋21.7
〇普段の生活の中で、幸せな気持ちになる
ことはどれくらいあるか。 ＋16.3

〇先生は、あなたの良いところを認めてくれ
ていると思いますか。 ＋16.７

〇先生は、間違えたことや理解していないこ
とについて分かるまで教えてくれていると
思いますか。 ＋12.3

〇学級での話し合う活動を通じて、自分の考
え深めたり、新たな考え方に気付いたする
ことができていますか。 ＋11.4

〇学校生活で、友達の考えを大切に、お互い
協力しながら取り組んでいる。 ＋23.5


